
ぽ
け
っ
と 

こ
こ
ろ
の 

こ
こ
ろ
の 

こ
こ
ろ
の 

会
議
、
出
張
、
打
合
せ
、
決
裁
な
ど
、
忙

し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
役
場
の

中
に
だ
け
い
て
は
、
村
の
現
状
が
見
え
て
こ

な
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
、
折
に
ふ
れ

庁
舎
を
出
て
村
内
を
歩
き
回
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
村
民
の
声
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
嬉
し
い
こ
と
に
出
く
わ
し
た
り
、
村

の
課
題
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

村
の
足
ら
な
い
点
が
見
え
た
り
、「
こ
れ
は

後
で
聞
い
て
み
な
い
と
い
け
な
い
な
」
な
ど

の
こ
と
に
必
ず
出
会
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
村
の
課
題
だ
な
と
思
っ
て
い
た

こ
と
に
、
村
内
の
家
の
周
り
の
整
理
整
頓
が

他
の
市
町
村
に
比
べ
劣
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
家
の
周
り
に
花
を
植
え
、
少
し

で
も
家
の
周
り
を
美
し
く
し
よ
う
と
い
う
家

庭
が
、
こ
こ
５
〜
６
年
も
の
す
ご
い
勢
い
で

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

寒
い
冬
だ
っ
た
せ
い
か
、
今
春
な
ど
は
特

に
そ
う
感
じ
ら
れ
「
村
も
確
実
に
変
わ
っ
て

き
て
い
る
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
家
の
周
り
の
み
な
ら
ず
道
路
沿

い
ま
で
花
で
飾
ろ
う
と
い
う
方
も
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
供
育
成
会
、

行
政
区
な
ど
の
熱
意
に
よ
る
も
の
が
多
い
の

で
す
が
、
個
人
で
コ
ツ
コ
ツ
と
広
げ
て
い
る

方
が
お
ら
れ
る
の
に
は
、
と
て
も
嬉
し
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

春
か
ら
秋
ま
で
の
花
を
織
り
交
ぜ
て
植
え

て
い
る
方
、「
水
仙
道
路
」
や
「
あ
じ
さ
い

ロ
ー
ド
」
を
、
と
い
う
方
も
い
る
よ
う
で
す
。

誰
に
頼
ま
れ
た
訳
で
も
な
く
、
誰
に
褒
め

ら
れ
た
の
で
も
な
く
、
た
だ
た
だ
少
し
で
も

「
村
の
道
路
を
美
し
く
し
た
い
」、「
通
る
方

に
心
の
和
み
を
」
と
い
う
思
い
の
み
で
や
ら

れ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
方
が
村
民
に
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

村
長
と
し
て
最
高
の
誇
り
で
あ
り
、
頭
の
下

が
る
思
い
で
一
杯
で
す
。
と
同
時
に
、
自
分

へ
の
ム
チ
打
ち
心
も
わ
い
て
き
ま
す
。

「
村
民
の
方
が
こ
れ
程
頑
張
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
私
な
ど
は
も
っ
と
も
っ
と
『
良
い

村
づ
く
り
』
へ
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
」
と
。

平
成
18
年
５
月
１
日

　ここはみなさんが主役のひろばです。 
　身近な話題をどんどんお寄せください。 

18
年
度
の
「
村
消
防
団
辞

令
交
付
式
」
が
公
民
館
に
て

行
わ
れ
、
６
代
目
の
消
防
団

長
に
荒
副
団
長
が
就
任
し
た

ほ
か
、
初
の
女
性
消
防
団
員

４
人
を
含
む
17
人
が
、
新
た

に
団
員
と
し
て
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

式
で
は
、
は
じ
め
に
菅
野

村
長
か
ら
荒
副
団
長
へ
団
長

辞
令
が
交
付
さ
れ
た
の
に
続

き
、
荒
団
長
か
ら
昇
格
団
員

と
新
入
団
員
に
、
そ
れ
ぞ
れ

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
消
防
団
員
は
、
広
報

や
予
防
消
防
な
ど
主
に
ソ
フ

ト
面
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

村
内
の
小
・
中
学
校
で
入
学

式
が
行
わ
れ
、
新
入
学
児
童
と

新
入
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
新
生
活

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

今
年
の
入
学
児
童
は
、
草
野

小
26
人
、
飯
樋
小
20
人
、
臼
石

小
12
人
。
飯
舘
中
が
68
人
で
す
。

ま
た
、
翌
７
日
に
は
草
野
・

飯
樋
幼
稚
園
で
も
入
園
式
が
行

な
わ
れ
、
草
野
幼
稚
園
31
人
、

飯
樋
幼
稚
園
33
人
が
幼
稚
園
児

の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

飯舘村担当の行政相談員として、多田宏
さんが、総務省から委嘱を受けています。
行政相談委員は、国の仕事をはじめＮＴ
Ｔなどの特殊法人等の仕事についての苦情
や意見・要望を受付け、解決に向けて相談
に応じます。
５月は「さわやか行政サービス推進月間」
です。国等の行政サービスに対するご意見
やご要望等があれば、この機会にご利用下
さい。

村
消
防
団
幹
部

（
副
団
長
以
上
、
敬
称
略
）

【
本
部
】

消
防
団
長
　
　

副
団
長
　
　

分
団
長
（
訓
練
本
部
長
）

副
分
団
長
（
庶
務
部
長
）

�
野
　
　
進

副
分
団
長
（
訓
練
副
本
部
長
）

副
分
団
長
（
訓
練
副
本
部
長
）

川
村
　
　
仁

【
第
一
分
団
】

分
団
長
　
　
庄
司
　
久
則

副
分
団
長
　
　
大
和
田
保
男

副
分
団
長
　
　
伊
東
　
勇
一

【
第
二
分
団
】

分
団
長
　
　
渡
邊
富
士
男

副
分
団
長
　
　
赤
石
澤
　
栄

副
分
団
長
　
　

（
太
字
が
今
回
の
異
動
団
員
で
す
）

村内の山火事防止を目指して「山火事
防止パレード」が実施されました。
この日は、消防団や県、村森林組合な
どの関係者20人が参加。９台の自動車で
村内全域をパレードし、山火事防止を広
く呼びかけました。
今年に入ってからの村内の山林火災は
０件です。（４月24日現在）



氏　　　名 年　齢 行政区

▲本部の看板を設置する�橋孝雄さんと
菅野村長

（平成17年国勢調査に基づき増減された現住人口）
※昨年同期は、平成12年国勢調査に基づく現住人口

赤ちゃんのなまえ 親の氏名 行政区

氏　　　名 行政区

（－33人）

（－29人）

（前月比）

（－62人）

（－14戸）

ど
の
関
係
機
関
で
構
成
し
、

こ
の
日
の
会
議
で
は
、
霜
注

意
報
が
出
さ
れ
た
際
の
サ
イ

レ
ン
警
報
や
被
害
の
取
り
ま

と
め
方
法
な
ど
に
つ
い
て
確

認
し
ま
し
た
。

「村消防団春季検閲式」が草野小校庭で行な
われ、消防団や女性消防隊、役場消防隊など
230人が参加しました。
検閲式では、通常点検や機械器具点検、分列
行進について、菅野村長らが検閲。団員たちは、
分団長らの指揮のもと、きびきびと行動し、住
民が安全して暮らせる地域づくりに向けて、防
災意識を新たにしていました。

役
場
で
「
防
霜
対
策
会
議
」

が
開
か
れ
、
防
霜
対
策
本
部

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
設
置

期
間
は
５
月
31
日
ま
で
で
す
。

同
本
部
は
、
村
や
県
、
Ｊ

Ａ
そ
う
ま
、
農
業
委
員
会
な

５期15年にわたり村の人権擁護委員を務
め、今年３月で退任された佐藤京子さん
（二枚橋）に、法務大臣の感謝状が贈られま
した。

村
公
民
館
前
駐
車
場
に
て
「
交

通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
交
通
安
全
推
進
団

体
か
ら
21
人
が
参
加
。
県
道
を
通

過
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
、
安
全
運

転
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
な
ど
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
に
発
足
し
た
「
草

野
田
町
組
見
守
り
隊
」
の
隊
員
も

参
加
し
、
一
緒
に
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

広報４月号18ページ「村の組織と職員の配置」の中で、誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
（誤）会計室　経理係　係長・今野やよい （正）会計室　経理係　主幹兼係長・今野やよい

（誤）議　会　事務局　事務局長・木幡兼治　菅野久子（併） 細川　亨（併） 杉岡　誠（併）
（正）議　会　事務局　事務局長・木幡兼治　菅野久子（併） 佐藤朋子（併） �橋美穂（併） 杉岡　誠（併） 斎藤博史（併）

こ
の
た
び
、
村
の
駐
在
所
に
、
川
島

壽
主
任
（
前
任
・
福
島
北
警
察
署
警
務

係
）
と
、
吉
田
英
明
班
長
（
前
任
・
高

速
道
路
交
通
警
察
隊
い
わ
き
分
駐
隊
）

が
着
任
し
ま
し
た
。

二
人
と
も
飯
舘
村
勤
務
は
初
め
て
で
、

吉
田
班
長
は
駐
在
所
も
初
め
て
と
か
。

村
の
印
象
に
つ
い
て
、「
着
任
し
た
日

が
吹
雪
で
、
気
候
の
寒
さ
に
大
変
驚
き

ま
し
た
。
で
も
、
村
民
の
方
は
人
柄
が

良
い
で
す
ね
」
と
の
こ
と
。

ま
た
、「
村
の
面
積
が
広
く
、
慣
れ
る

ま
で
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
一
日

も
早
く
地
域
に
馴
染
み
、
村
民
の
方
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

飯舘村の職員として、やるべきこと、やらなければ
いけないことをしっかりできるよう、そして皆さんのご
期待に応えられるよう精一杯頑張りますので、よろし
くお願いします。


